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＜草津白根山噴火、蔵王山火山性微動にみる火山災害対策＞ 

 

平成 26年 9月の御嶽山噴火以来、４年ぶりに今年 1月 23日に群馬県草津白根山が噴火し、またもや犠牲者が出ま

した。噴火に関する事前の情報・予報はありませんでした。 

さらに、１月 30日には蔵王山で火山性微動が観測されています。 

火山情報が出ているような山の付近で、登山をしたりスキーを楽しまれる方、またはお仕事でやむを得ず付近を通過

される方は、いざという時に備え、ヘルメット・防塵マスク・ゴーグル等の噴火対策用品をしっかり装備しておくこ

とが肝心です。また火山地帯では浅間山、阿蘇山を含め国、自治体、現地企業によるシェルターが不可欠です。 

 

＜鳥インフルエンザ（H7N9、H5N1等）のパンデミック予防対策＞ 

 

 中国での鳥インフルエンザの患者数は急激に増加しています。2013年 6月に初めて患者が確認されて以来、感染者

は約 2千人に達し、そのうち平均死亡率は約 40％となっています。日本はまだ人への感染はゼロですが、今後、新型

インフルエンザの変異、ならびに>新型インフルエンザの感染爆発（パンデミック）の可能性も指摘されています。鳥

インフルウィルスが豚、猫や人に感染しやすく変異しているからです。 

パンデミックが発生した場合、ウイルスを遮断する高機能のマスクやゴーグルそして防護服の着用と消毒が必要とな

ります。 

マスクは米国 NIOSH（アメリカ国立労働安全衛生研究所）の基準に合格した N95以上の規格のマスクを推奨いたしま

す。また食糧備蓄もお忘れなく。外出制限が出るためです。、 

 

＜Ａ型・Ｂ型インフルエンザ等感染症対策＞ 

 

 今年１月に入り強毒性でないもののＡ型、Ｂ型のインフルエンザは猛威を振るい、過去に例を見ないほどの勢いで

患者が急増しており、まさに大流行となって>います。うがい、手洗い、消毒など日頃の予防処置は大切です。 

高機能マスク、うがい薬、ノロウイルス対策向け防護服等を始め感染症対策用品の備蓄と活用が重要です。 

いざというときには、感染症対策商品は使用量が増え売り切れ不足しますのでご注意ください。 

                        

>  

> 

  弊社では、地震・噴火等の防災対策用品、大気汚染対策、感染症対策用品を豊富に取り揃えておりますので、 

どうぞお気軽にお問い合わせください。 

> 
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